
※重点目標のうち「空白」の項目は、出典元となる経済センサス調査の結果が令和４年（2022年）10月頃に確定するもの。

　また、「－」標記の１項目は、３年後に実績値が確定するもの（＝製造品出荷額）で、それ以外の１２項目は、新型コロナウイルス

　感染症の影響を受けて「評価できない」とし、「－」標記となっている。

　

＜評価基準について＞

評価 達成率 内容

5 100％以上 目標を達成している。

4  90％以上100％未満 目標を概ね達成している。

3  80％以上 90％未満 一定の成果は上がっているが、目標を達成していない。

2  50％以上 80％未満 一部に成果が上がっておらず、目標を達成していない。

1  50％未満 成果があまり上がっておらず、目標を達成していない。

ー  ー 評価できない。

空白 今年度は評価対象ではない。

評価 5 4 3 2 1 ー 空白 合計

項目数 割合 項目数 割合 項目数 割合 項目数 割合 項目数 割合 項目数 割合 項目数 割合

重点
目標 7 70.0% 1 10.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 10.0% 1 10.0% 10

ＫＰＩ 34 54.8% 7 11.3% 2 3.2% 2 3.2% 5 8.1% 12 19.4% 0 0.0% 62

※割合（％）の合計は、端数処理の関係で100％にならないことがある。

（４）目標を達成した主な指標等について

【ＫＰＩ】乳幼児健康診査受診率（％） 【ＫＰＩ】防災士資格取得者数（累計）（人）

※資料４－３　Ｐ１　 ※資料４－３　Ｐ７

目標値 実績値 達成率 評価 目標値 実績値 達成率 評価

【ＫＰＩ】障がい児相談支援延べ利用者数（人） 【重点目標】認定新規就農者数（人）

※資料４－３　Ｐ２ ※資料４－３　Ｐ９

目標値 実績値 達成率 評価 目標値 実績値 達成率 評価

【ＫＰＩ】認知症サポーター数（人） 【ＫＰＩ】シルバー人材センター会員実人数（％）

※資料４－３　Ｐ４ ※資料４－３　Ｐ１３

目標値 実績値 達成率 評価 目標値 実績値 達成率 評価

【ＫＰＩ】障がい福祉サービスの支給決定者数（人） 【ＫＰＩ】森林セラピー・フットパスなどの利用者数

※資料４－３　Ｐ５ （人） ※資料４－３　Ｐ１５

目標値 実績値 達成率 評価 目標値 実績値 達成率 評価

綾町 資料４－１

＜新型コロナウイルス感染症の影響を受けた指標等＞

＜第８次綾町総合長期計画等の住民アンケート結果の指標等＞

母子手帳発行時や乳児相談での受診勧奨に加えて、
未受診者に対する個別訪問や電話等による呼びかけ
を行ったことで、目標を達成することができた。

消防団員を中心に資格取得を推奨したことで新たに
５人が防災士の資格を取得し、目標を達成すること
ができた。

94.6％ 95.6％ 101.1% 5 100人 103人 103.0% 5

健康センターや相談支援事業所などの関係機関との
連携体制により、実績増で順調に推移している。

新型コロナウイルス感染症の影響により、安心・安
全な田舎暮らしを望む声が高まりつつあり、移住等
にあわせて有機農業に取り組む新規就農者も増えつ
つある。

9人 24人 266.7% 5 10人 12人 120.0% 5

各種団体の行事へ認知症サポーター養成講座を組み
込んでもらうよう勧奨を行った結果、新たに178人
が認知症サポーターとなっており、目標に対して順
調に推移している。

高齢者の技能に対応した就労の場を確保しており、
会員数も徐々に増加している。

1,070人 1,095人 102.3% 5 165人 179人 108.5% 5

健康センターや相談支援事業所などの関係機関との
連携体制により、実績増で順調に推移している。

パンフレットの定期的な更新や、案内人の研修会を
実施しガイドのスキルアップを行った。
更に、まちづくり協議会において、セラピーロード
の整備や清掃活動を行った結果、実績増で順調に推
移している。68人 73人 107.4% 5 120人 159人 132.5% 5

（１）綾町の重点目標及びＫＰＩについて

　　　綾町まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下、「総合戦略」という。）は、
　　　７つの重点項目、３６の主要施策、７２の指標を設定している。
　　　なお、その評価基準については、右表＜評価基準について＞のとおり。

（２）総合戦略の７２の指標の内訳について

　　　①７つの重点項目に設定した１０の「重点目標」
　　　②３６の主要施策に設定した６２の「Ｋ Ｐ Ｉ」

（３）評価結果の総括について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第２期「綾町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の重点目標及びＫＰＩの評価・検証について（総括表）

　①重点項目：１０指標のうち、  １項目（１０％）
　②Ｋ Ｐ Ｉ：６２指標のうち、１１項目（１８％）
　　※資料４－２、４－３の黒塗り白抜き文字のもの。　

  ①重点項目：１０指標のうち、  ６項目（６０％）
  ②Ｋ Ｐ Ｉ：６２指標のうち、  ２項目（　３％）

 　 ※令和６年度（2024年度）のアンケート実施に合わせて、実績値
　　 が確定するため、現況値を実績値として据え置いたもの。

１



［１］ウィズコロナ・アフターコロナを見据えた自然との共生に直結する地域資源の磨き上げ

［２］電線地中化を行う市街地エリアを中心とした里山景観の形成

（５）重点項目ごとの主な指標等について（※目標を達成できなかったものを中心に抜粋）　　　　　　

目標値 実績値 達成率 評価

目標値 実績値 達成率 評価

目標値 実績値 達成率 評価

目標値 実績値 達成率 評価

目標値 実績値 達成率 評価

目標値 実績値 達成率 評価

目標値 実績値 達成率 評価

（６）本町の今後の取組　　　　　　　　　　　

重点項目１
「子育て支援の充実」

 Ｋ Ｐ Ｉ：子育て支援センター延べ利用者数（人）（資料４－３　Ｐ２）

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、子育て支援センターの開設日数が減少
し、目標を達成することができなかった。
（新型コロナウイルス感染症の影響を受けた指標のため、資料４－２では「－」標記となっている。）

2,560人 831人 32.5% 1（－）

重点項目２
「医療・福祉の充実」

 Ｋ Ｐ Ｉ：特定健康診査受診率（％）（資料４－３　Ｐ４）
新型コロナウイルス感染症の直接的な影響はなかったものの、年度初めに開催され、受
診のきっかけとなる｢まちづくり座談会｣が新型コロナウイルス感染症の影響により開催
できなかったため、受診率が低迷した。

58.0% 43.8% 75.5% 2

重点項目３
「居住環境の充実」

 重点項目：協働で行われている事業の数（件）（資料４－３　Ｐ６）
官民協働で行ってきた「ふるさと夏祭り」、｢有機農業推進大会｣及び「綾雛山まつり」
などが新型コロナウイルス感染症の影響により相次いで中止や縮小となったため、目標
値を大きく下回る結果となった。
（新型コロナウイルス感染症の影響を受けた指標のため、資料４－２では「－」標記となっている。）131件 108件 82.4% 3（－）

重点項目４
「人財の育成」

 重点目標：研究者・機関との連携による「知の蓄積」取扱件数（件）（資料４－３　Ｐ９）
３大学（宮崎大学、南九州大学、宮崎国際大学）との包括連携協定に基づき、2020年度
までに環境や産業など３０のテーマの調査研究を実施しており、「知の蓄積」を図って
いる。

3件 3件 100.0% 5

重点項目５
「雇用の場の創出」

 Ｋ Ｐ Ｉ：女性の就労支援事業を活用した就職者数（人）（資料４－３　Ｐ13） 本町としての取り組みが進んでいない現状もあり、実績がなかった。「綾町第１次男女
共同参画基本計画」に基づく仕事と生活の調和の実現の取り組みや、国や県が取り組む
「くるみん認定企業」、「仕事と家庭の両立応援宣言企業」などの認証制度を活用しな
がら対策を強化していきたい。3人 0人 0.0% 1

重点項目６
「ブランド力の向上」

 Ｋ Ｐ Ｉ：自然生態系農業の認証件数（件）（資料４－３　Ｐ15）
認証機関である自然生態系農業実践振興会の見直しにより、実績の対象となる農家が町
独自の認証制度に沿った登録農家のみに減少したため、目標に対して実績が大幅に減じ
ることとなった。

365件 216件 59.2% 2

重点項目７
「広域公共交通網の構築とイン

フラの維持・整備」

 Ｋ Ｐ Ｉ：路線バス本数（平日）（本）（資料４－３　Ｐ16） 新型コロナウイルス感染症拡大に伴う外出自粛等により、事業主体の（株）宮崎交通の
経営に大きな影響が出ており、本町が関係する路線バスの運行本数も前年度から７本の
減となった。結果、ＪＲなど他の公共交通機関や高校がない本町では、高校生を中心と
する利用者に大きな影響を及ぼしているため、沿線自治体等で構成するバス路線対策会
議等を通して持続可能な路線網の在り方を検討していきたい。
（新型コロナウイルス感染症の影響を受けた指標のため、資料４－２では「－」標記となっている。）

39本 32本 82.1% 3（－）

２


